
   

脳卒中やけが等による脳の後遺障害 

多摩区社会福祉協議会 多摩区ボランティアセンター 

支援者（ボランティア）入門講座 

「高次脳機能障害」は外見では分かりづらい場合が多く、症状も様々で周囲の支援

が必要であるにもかかわらず、正しく理解されるのが難しい障害です。 

この研修会では、多くの方が困っているこの障害についての基礎知識や行政による

支援体制を学んだ後、地域で支援している民間の施設やボランティアグループの紹

介も行ないます。 

ボランティアを始めるきっかけを探している方、高次脳機能障害という言葉は聞い

たことがあるけど詳しく知らない方、そんな方にオススメの内容です！ 

多くの方の申込をお待ちしています。 

 

① 高次脳機能障害とは 

川崎市北部リハビリテーションセンター 
 

②支援体制について 

 川崎市北部リハビリテーションセンター 

 

③区内の支援施設、ボランティアグループ 

紹介 
 

定員 ： ３０名（先着順） 

裏面の申込用紙に必要事項を記入のうえ、 

2 月 28 日（火）までにＦＡＸ・メール 

または来所にて申し込み 

 

３／１１ （土） 
１３：３０～１６：００ 

福祉パルたま 研修室 

《申込・問合せ先》 

社会福祉法人川崎市多摩区社会福祉協議会 多摩区ボランティアセンター 

  電 話 ０４４－９３５－５５００  ＦＡＸ ０４４－９１１－８１１９ 

メール tamaku@csw-kawasaki.or.jp 

申 込 

方 法 

高次脳機能障害とは 

脳卒中などの病気や交通事故な

ど、様々な原因で脳に損傷をきた

したために、身体の障害とは別

に、思考・記憶・注意・判断力の

低下、言語障害などの症状で、日

常生活・仕事に支障が生じる障害

です。 

外見からは分かりにくく、また

自覚することが難しいので、ご家

族も戸惑い、生活上のトラブルも

少なくありません。 

 

内容 

こ う じ の う き の う   
 

「高次脳機能障害」を 

知っていますか？ 

mailto:tamaku@csw-kawasaki.or.jp


平成２８年度 高次脳機能障害 支援者（ボランティア）入門講座 

申込書 

名
ふり

 前
がな

  

性 別 男 ・ 女 年 代 ～20 代・30 代・40 代・50 代・60 代・70 代～ 

住 所  

電話／FAX  

参加動機 

 

 

 

何を見て講座

を知りました

か？ 

たまぼら     （   ）  ホームページ       （   ） 

ちらし    （   ）    タウンニュース     （   ） 

その他 （             ） 

☆ ＦＡＸの場合はこのまま送信してください〔ＦＡＸ：９１１－８１１９〕 

〔会場案内図〕 
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＜お問い合わせ先＞ 

社会福祉法人川崎市多摩区社会福祉協議会 多摩区ボランティアセンター 

〒２１４－００１４ 川崎市多摩区登戸１７６３ライフガーデン向ヶ丘 2 階 

  電 話０４４－９３５－５５００ ＦＡＸ０４４－９１１－８１１９ 

  メール tamaku@csw-kawasaki.or.jp 

JR 南武線登戸駅・小田急線

登戸駅下車徒歩 15 分 

小田急線向ヶ丘遊園駅下車

徒歩 5 分  

mailto:メールtamaku@csw-kawasaki.or.jp

